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芳
賀
の
名
産「
に
っ
こ
り
」

№ 208
秋
2018

梨
は
芳
賀
町
の
代
表
的
な
農
産

物
で
、
県
内
有
数
の
生
産
地
と
し

て
有
名
で
す
。
町
内
に
は
約
90
戸

の
梨
農
家
の
皆
様
が
お
り
、
7
月

下
旬
頃
か
ら
11
月
ま
で
「
幸
水
」

「
新
高
」「
豊
水
」「
に
っ
こ
り
」

等
様
々
な
品
種
の
梨
が
収
穫
さ

れ
ま
す
。
特
に
「
に
っ
こ
り
」
は

大
玉
（

700
ｇ
以
上
）
あ
り
、甘
味
・

歯
ざ
わ
り
・
果
肉
の
安
定
性
も
兼

ね
備
え
た
逸
品
で
す
。
ま
た
、
日

持
ち
も
良
く
冷
暗
所
に
保
存
し

て
お
け
ば
お
正
月
頃
ま
で
美
味

し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

道
の
駅
は
が
で
は
「
梨
サ
イ

ダ
ー
」
や
「
梨
ゼ
リ
ー
」
と
い
っ

た
全
国
的
に
も
珍
し
い
梨
の
加

工
品
を
販
売
し
て
お
り
、
町
の
お

土
産
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
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県
連
会
員
研
修
会

政
治
評
論
家
・
橋
本
五
郎
氏
講
演

「
ど
う
な
る
日
本
の
政
治
と
経
済
」

第
三
十
五
回
法
人
会

全
国
大
会
（
鳥
取
大
会
）

　

平
成
三
十
年
度
県
連
会
員
研
修
会
は
、

去
る
九
月
十
日
（
月
）
宇
都
宮
の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

研
修
は
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
一
部

で
は
関
東
信
越
国
税
局
・
消
費
税
課
課
長

補
佐
の
加
藤
裕
氏
を
講
師
に
む
か
え
、
来

年
十
月
の
消
費
税
増
税
に
あ
わ
せ
て
実
施

さ
れ
る
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て

資
料
に
沿
っ
て
ご
説
明
頂
き
、
帳
簿
や
請

求
書
・
領
収
書
等
へ
の
記
入
・
扱
い
に
つ

い
て
詳
し
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

軽
減
税
率
制
度
に
対
応
す
る
た
め
の
費
用

に
つ
き
ま
し
て
は
、
補
助
金
を
上
手
に
活

用
し
、
対
策
し
て
頂
き
た
い
と
の
事
で
し

た
。

　

第
二
部
は
、
政
治
評
論
家
・
読
売
新
聞

特
別
編
集
委
員
の
橋
本
五
郎
氏
を
講
師
に

む
か
え
、「
ど
う
な
る
日
本
の
政
治
と
経

済
」
と
題
し
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
夏
の
甲
子
園
一
〇
〇
回
目
と

な
る
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
に
お
い

て
見
事
準
優
勝
に
輝
い
た
秋
田
県
立
金
足

農
業
高
校
の
活
躍
に
触
れ
ご
自
身
も
同
郷

と
い
う
こ
と
も
あ
り
応
援
の
た
め
度
々
甲

子
園
に
足
を
運
ん
だ
そ
う
で
す
。
小
泉
信

三
氏
【
皇
太
子
（
現
天
皇
陛
下
）
元
教
育

係
】
の
、「
練
習
は
不
可
能
を
可
能
に
す

る
」「
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神
」「
友
を
得

る
」
と
の
「
三
つ
の
た
か
ら
」
を
感
じ
ら

れ
る

と
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
最
近
の

ス
ポ
ー
ツ
業
界
に
お
い
て
は
不
祥
事
が
相

次
い
で
い
る
こ
と
を
嘆
か
れ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
今
の
政
治
家
の
心
の
在
り
方
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
自
民
党
は
長

期
政
権
を
維
持
す
る
為
に
、「
安
定
」
を

望
む
慎
重
な
者
と
「
改
革
」
を
望
む
活
動

的
な
者
を
交
互
に
擁
立
し
て
い
る
。
過
去

の
総
理
大
臣
に
は
支
持
率
三
十
％
と
低
い

状
態
で
も
安
定
し
て
い
た
者
も
い
た
。
不

支
持
が
多
く
な
る
の
は
、
総
理
大
臣
の
人

柄
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
人
柄
と
い
え
ば
、
印
象
的
だ
っ

た
の
は
「
平
成
お
じ
さ
ん
」
と
あ
だ
な
の

つ
い
た
小
渕
恵
三
第
八
十
四
代
総
理
大
臣

で
す
。
二
〇
〇
〇
年
の
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
に

尽
力
し
ま
し
た
。
沖
縄
に
は
こ
の
功
績
を

た
た
え
、
銅
像
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

銅
像
の
足
元
に
は
、
宿
命
に
生
ま
れ
、
運

命
に
挑
み
、
使
命
に
燃
え
る
と
の
彼
の
座

右
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
心
構
え
で
政
治
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
で
現
在
の
安
倍
首
相
に
お
い

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
何
よ
り
誠
実
さ

を
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
国
民
の
信
頼
も
得

難
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
何
の
た
め

に
総
理
大
臣
を
や
る
の
か
？
「
思
い
や
る

政
治
」
を
し
て
ほ
し
い
、
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

最
後
に
お
母
さ
ま
に
教
わ
っ
た
こ
と
、

お
母
さ
ま
へ
の
思
い
を
熱
く
語
ら
れ
講
演

を
終
わ
ら
れ
ま
し
た
。

　

税
に
関
す
る
正
し
い
知
識
習
得
と
社
会

貢
献
を
目
的
と
す
る
経
営
者
の
団
体
「
法

人
会
」
の
全
国
大
会
が
11
日
、
鳥
取
市
の

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

法
人
会
は
、
約
80
万
の
会
員
企
業
、
４
１

都
道
県
の
連
合
会
と
４
４
０
地
域
の
単
位

会
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
35
回
目
と
な
る

本
大
会
に
は
約
１
７
０
０
人
が
参
加
し
、

来
賓
と
し
て
国
税
庁
の
藤
井
健
志
長
官
ら

が
出
席
鳥
取
県
法
人
会
の
藤
本
英
興
会
長

の
挨
拶
で
開
会
し
た
。
当
法
人
会
か
ら
は

石
坂
会
長
と
諸
伏
副
会
長
が
出
席
し
ま
し

た
。
主
催
者
を
代
表
し
て
全
国
法
人
会
連

合
会
小
林
栄
三
会
長
は
﹇
提
言
の
趣
旨
を

理
解
い
た
だ
き
、
主
張
が
立
法
、
行
政
の

関
係
者
に
届
く
よ
う
力
強
い
支
援
を
お
願

い
す
る
﹈
と
協
力
を
求
め
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
ブ
ラ
ン
ド
鶏
「
大
山

ど
り
」
を
生
産
す
る
㈱
大
山
ど
り
の
島
原

道
範
社
長
が
「
大
山
ど
り
の
奇
跡
」
の
演

題
で
講
演
し
た
。

　

次
回
は
三
重
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
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平
成
三
十
一
年
度
税
制
改
正
提
言
書

一
市
四
町
の
首
長
等
に
提
出
　

左から
見目町長、杉田芳賀支部長、堀内税制委員

左から
篠原益子支部長、大塚町長、岡教育長、萩原税制副委員長

左から
高松茂木支部長、古口町長

左から
入野町長、阿部市貝支部長、河野税制委員

左から坂本税制委員長、新井二宮支部長、諸伏真岡支部長、
石坂会長、石坂市長

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
は
、
税
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
公
平
で
健

全
な
税
制
の
実
現
を
め
ざ
し
、
会
員
企
業

の
意
見
や
要
望
を
反
映
し
な
が
ら
税
の
あ

る
べ
き
姿
や
将
来
像
を
見
据
え
て
建
設
的

な
提
言
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
一
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る

提
言
書
は
、
昨
年
十
二
月
に
県
下
八
法
人

会
の
役
員
、
税
制
委
員
千
二
十
名
を
対
象

に
税
制
改
正
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
五
百
四
十
八
名
か
ら
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

　

提
言
書
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に

栃
木
県
法
人
会
連
合
会
の
税
制
委
員
会
が

鋭
意
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

真
岡
法
人
会
で
は
、
九
月
中
に
郡
内
一

市
四
町
の
各
首
長
、
議
長
、
教
育
長
を
表

敬
訪
問
す
る
と
と
も
に
、
提
言
書
に
よ
り

地
方
行
政
運
営
の
改
革
等
に
つ
い
て
各
支

部
長
、
税
制
委
員
が
提
言
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
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真岡税務署では、事業者の方を対象として、消費税の軽減税率制度に関する説明会を開催します。

多くの事業者の方に関係のある制度ですので、ぜひ説明会にお越しください。

○説明会開催日程
開催日 開催時間 開催場所 所在地

11 月 27 日 ( 火 ) 15:15 〜 15:45 市民いちごホール大ホール 真岡市荒町 1201
平成 30 年分年末調整説明会（13:30 〜 15:15）終了後に同会場で開催します。

お問合せ先　真岡税務署　法人課税部門　電話　0285-82-2115
　　　　　　税務署にご連絡いただく際は、税務署の電話番号におかけいただいた後、自動音声案内に従って「2」を選択してください。

第 3回会員親睦ゴルフ大会
　法人会の会員交流事業である親睦ゴルフ大会を下記

要領により開催します。

参加者を募集しますので会員皆様の積極的なご参加を

お待ち申し上げます。

[ 日      時 ] 平成 30 年11月16日（金）

[ 会      場 ] 芳賀カントリークラブ

 ☎️ 0285-68-1131

[ 参 加 費 ] ①プレー費　6,500 円　各自精算

 ②参 加 費　5,000 円（賞品代、懇親会費等）

[ 表 彰 式 ] 表彰式と懇親会を兼て、競技終了後

 芳賀カントリークラブコンペルーム

 で行います。

[ 参加資格 ] 会員（社員含む）

[ 競技方法 ] 18 Ｈストロークプレー（ペリア方式）

[ 参加申込 ] 各支部事務局にお申し込みください。

 （幹事）真岡法人会市貝支部

消費税軽減税率制度説明会のご案内

月日 曜日 会議・行事等 開始時刻 場所

10/25 木
ラジオ放送による広報

出演：真岡税務署　小山署長
11:07 CRT 栃木放送

11/2 金
税を考える週間　記念講演会

講師：関東信越国税局　垣水局長
13:30

宇都宮市立南図書館

サザンクロスホール

11/12 月

税を考える週間　特別記念講演会

講師：関　誠二　氏

ふみの森もてぎ図書館　館長

14:00 茂木町民センター

11/13 火

税を考える週間　実務者講演会

第 1 部　署長講話

講師：真岡税務署　小山署長

第 2 部　講演会

講師：小林　光夫　氏

仙波糖化工業株式会社　代表取締役社長

15:00

16:00

フォーシーズン静風

11/14 水 相続税等無料税務相談会 10:30
真岡市情報センター

研修室

11/15 木 納税表彰式 15:00
真岡市市民会館

小ホール

11/23 金 真岡市産業祭での街頭広報 10:00 真岡市民広場

平成 30年度
「税を考える週間」行事予定表お知らせ

決算期別説明会のお知らせ
対象法人 開催日時 開催場所

10 月

11 月

12 月

11 月 9 日（金） 

午後 2 時

真岡商工会議所

（第一中会議室）
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善
意
銀
行
に
タ
オ
ル

５
２
６
本
を
預
託　

真
岡
支
部
女
性
部

今
年
も
や
り
ま
す
「
税
金
ク
イ
ズ
」

11
/
23
（
祝
日
）
真
岡
市
産
業
祭
会
場

真
岡
支
部 支
部
の
動
き

　

真
岡
支
部
で
は
、
法
人
会
の
広
報
活
動

と
租
税
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
「
第
4

回
親
子
税
金
ク
イ
ズ
」
を
今
年
も
11
月
23

日
の
真
岡
市
産
業
祭
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
、
お
菓
子
類
の
ほ
か
、
税

に
関
す
る
冊
子
や
法
人
会
Ｐ
Ｒ
の
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
シ
ュ
な
ど
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
同
じ
法
人
会
の
テ
ン
ト
で
は
女
性
部

会
主
催
に
よ
る
前
年
度
の
「
第
6
回
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
優
秀
作
品
な
ど
が

展
示
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
会
場
に
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

真
岡
支
部
女
性
部
で
は
、
社
会
活
動
の

一
環
と
し
て
毎
年
未
使
用
タ
オ
ル
の
収
集

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
全
会
員
の

協
力
を
得
て
５
２
６
本
の
タ
オ
ル
を
集
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

集
ま
っ
た
タ
オ
ル
を
、
市
内
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
や
老
人
施
設
な
ど
で
使
用
し
て
い
た

だ
こ
う
と
、
田
尻
部
長
を
は
じ
め
タ
オ
ル

収
集
担
当
の
総
務
委
員
会
（
篠
原
美
代
子

委
員
長
）
の
メ
ン
バ
ー
が
８
月
27
日
（
月
）

真
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
れ
善
意
銀

行
に
寄
贈
・
預
託
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
市
内
の
４
つ
の
施
設
に
配
布
さ

れ
、
有
効
に
使
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
予
定
で
す
。

古田土友里さん

真
岡
信
用
組
合

職
場
の
花

　

真
岡
信
用
組
合
に
入
組
し
、
今
年
で 

4
年
目
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
、
テ
ラ
ー

係
と
し
て
預
金
業
務
を
中
心
に
お
客
様
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
商
品
提
供

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
窓
口
は

真
岡
信
用
組
合
の
「
顔
」
で
す
の
で
、
お

客
様
一
人
ひ
と
り
と
の
会
話
を
大
切
に
し
、

笑
顔
で
ひ
と
こ
と
添
え
る
こ
と
を
心
掛
け

て
お
り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
、
い
つ
も

通
り
の
応
対
が
お
客
様
に
喜
ば
れ
、
感
謝

の
言
葉
を
頂
い
た
と
き
に
は
と
て
も
嬉
し

く
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

当
組
合
芳
賀
支
店
は
平
成
29
年
4
月
に

新
築
移
転
し
て
か
ら
は
皆
様
の
ご
支
援 

に
よ
り
来
店
さ
れ
る
お
客
様
は
増
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
と
密
着
し
た
金

融
機
関
と
し
て
、
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
も
お
し
ん
を
利

用
し
て
良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〒 321-3426　 栃木県芳賀郡市貝町赤羽 2919 番地 9
 　　ＴＥＬ（0285）６８ー１４３２㈹
 　　ＦＡＸ（0285）６８−１４１９
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局
連
青
年
部
会
連
絡
協
議
会

合
同
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

《100年企業に向けて》
すべてのステークホルダーからの信頼を得て

（講師）小林　光夫氏　仙波糖化工業（株）代表取締役社長

【日　時】平成 30年11月13日（火）午後 3時開演
　　（第１部）真岡税務署長講話　演題「真岡署へ来て思うこと」
　　　　　　　（講師）真岡税務署長　小山　隆司氏
　　（第２部）実務者（経営者）講演会　午後 4 時
【会　場】フォーシーズン静風「静風の間」
【定　員】150 名　（一般の方も入場出来ます。）
【講師経歴】

　新潟県出身　中央大学経済学部卒　昭和 52 年仙波糖化工業㈱入社
平成 14 年 2 月大阪支店長・平成１８年 3 月総務部長・同 6 月取締役就任　総務部長
平成２５年 6 月常務取締役就任　管理本部長・平成 28 年 6 月代表取締役社長就任　現在に至る。
【主　催】（一社）真岡法人会・税理士会真岡支部・真岡関税会
【参加申込】各主催団体事務局へお申し込み下さい。

税を考える週間協賛事業実務者講演会のお知らせ

　

平
成
三
十
年
九
月
七
日
（
金
）
宇
都
宮

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
関
東
信
越
、
栃
木
・
群
馬
・
茨
城

・
埼
玉
・
長
野
・
新
潟
の
六
県
よ
り
多
数

の
青
年
部
会
員
の
出
席
で
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

第
一
部
セ
ミ
ナ
ー
は
、
㈱
足
利
フ
ラ
ワ

ー
リ
ゾ
ー
ト
（
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
）
代
表
取
締
役
会
長
の
早
川
慶
治
郎
氏

を
お
迎
え
し
「
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
経
営
戦
略
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
お
話

頂
き
ま
し
た
。
自
身
の
生
い
立
ち
か
ら
始

ま
り
、
㈱
早
川
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
設
立

に
至
る
ま
で
時
系
列
に
解
り
や
す
く
業
界

の
数
値
も
交
え
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
懇
親
会
で
は
、
立
食
で
親
睦
を

深
め
栃
木
発
信
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
「
と
ち

お
と
め
25
」
が
登
場
し
歌
を
披
露
、
最

後
の
抽
選
会
で
は
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
を
務
め

て
く
れ
ま
し
た
。
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ

る
度
、
一
喜
一
憂
。
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

真岡市並木町一丁目１３番地１
http://www.moka.shinkumi.jp/

理事長　塚田　義孝
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職
場
に
お
け
る
高
齢
者
の
〝
居
場
所
〟

㈱
ア
ル
テ
ィ
ス
タ
人
材
開
発
研
究
所
代
表
　
玄
間
　
千
映
子

株式会社 Ａｌｅｘ工業 

代表取締役 湯 澤 俊 明 

 

お客様にとって満足のいく施工を目指しております。

市貝町赤羽2633-36 ☎0285-６８-２４７２ 

・アルミサッシの販売
取付け
・エクステリア（外構
工事）を自社施工で行
っております

　

な
ん
と
も
強
烈
な
タ
イ
ト
ル
で
、
失
礼
し

ま
す
。「
居
場
所
と
は
な
ん
だ
！
」
と
お
叱
り

の
声
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
、
す
み
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
経
験
重
視
で
行
っ
て
き
た
年
功
序

列
で
あ
る
の
な
ら
、「
経
験
」
と
い
う
も
の
の

正
体
も
職
場
で
は
掴
め
て
い
る
は
ず
で
、
そ

う
い
う
職
場
で
あ
れ
ば
高
齢
者
は
有
効
活
用

さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
現
役
世
代
か
ら
は
お
荷
物
的

な
意
見
も
チ
ラ
ホ
ラ
。
フ
タ
を
開
け
て
み
る

と
ど
う
も
そ
こ
が
上
手
く
い
っ
て
い
な
い
よ

う
で
、
な
ん
と
も
、
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
第
一
線
か
ら
引
い
た
定
年
延
長
対

象
と
な
っ
た
あ
た
り
か
ら
を
視
野
に
、
活
躍

の
場
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

現
代
の
業
務
に
Ｉ
Ｔ
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
現
役
世
代
に
と
っ
て
は
Ｉ
Ｔ
を
駆

使
で
き
る
の
は
当
然
で
、
そ
れ
が
業
務
能

力
の
分
か
れ
目
の
よ
う
に
感
じ
て
お
り
、
Ｉ

Ｔ
が
使
い
こ
な
せ
な
い
高
齢
者
は
お
荷
物
に

映
っ
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
興

味
深
い
こ
と
に
、
日
本
で
は
Ｉ
Ｔ
の
活
用
力

と
労
働
生
産
性
と
は
連
動
し
て
い
な
い
よ
う

な
の
で
す
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
成
人
力
調
査
と
い
う

2
0
1
1
年
に
行
っ
た
調
査
で
も
、
Ｉ
Ｔ
を

駆
使
す
る
能
力
は
調
査
参
加
国
中
の
平
均

は
2
8
3
、
日
本
は
2
9
4
と
9
ポ
イ
ン

ト
も
高
い
の
に
、（
公
財
）
日
本
生
産
性
本
部

の
日
米
労
働
生
産
性
比
較
に
よ
る
と
、
時
間

あ
た
り
の
単
位
労
働
生
産
性
は
1
9
9
0

年
来
66
前
後
で
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
す
る
と
、
労
働
生
産

性
を
上
げ
る
の
に
有
効
な
手
段
は
別
の
と
こ

ろ
に
あ
り
そ
う
で
す
。
そ
う
、
お
気
づ
き
か

と
思
い
ま
す
が
、
社
内
会
議
や
先
方
と
の
打

ち
合
わ
せ
に
要
し
て
い
る
活
動
が
、
問
題
な

の
で
す
ね
。
開
催
の
時
間
や
回
数
が
問
題
な

の
で
は
な
く
て
、
問
題
は
密
度
の
よ
う
に
思

い
ま
す
。
中
身
が
希
薄
化
し
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

議
題
に
潜
在
し

て
い
る
課
題
の
先
読
み
力
が
弱
い
と
、
“
議

論
は
深
ま
ら
な
い
の
に
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
”
と
、

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
に
出
番
な

の
が
高
齢
者
の
方
々
の
業
務
経
験
で
す
。

　

人
の
内
面
の
活
動
の
様
子
を
整
理
し
た

Ｊ
.
ラ
ス
ム
ッ
セ
ン
に
よ
る
と
、
人
が
何
か

の
事
象
に
対
し
対
策
を
決
め
る
に
は
①
価
値

特
性
②
機
能
特
性
③
状
態
と
事
象
④
対
象

と
背
景
⑤
感
覚
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
情
報
が

必
要
だ
と
云
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、

業
界
事
情
に
精
通
し
て
い
て
初
め
て
読
み
解

け
る
内
容
だ
と
い
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

現
象
と
し
て
表
れ
て
い
る
こ
と
の
“
背
景
”

が
、
肝
心
。

　

会
議
が
白
熱
し
な
い
の
は
、
議
題
に
持
ち

寄
る
情
報
が
表
層
的
で
、
現
象
と
し
て
起

き
て
い
る
こ
と
で
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
原

因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
、
高
齢

者
の
方
々
な
ら
そ
の
現
象
を
ど
う
読
み
解

く
か
？
そ
の
読
み
解
き
方
を
、
会
議
の
前
に

ち
ょっ
と
意
見
を
聞
い
て
み
る
と
い
う
の
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
職
場
の
Ｉ
Ｔ
化
で
生
じ
て
い
る
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
機
能
低
下
の
補
正
に
も
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
高
齢
者
の
方
々
は
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
業
務
力
よ
り
も
、
経
験
力
。
そ
の
読

み
解
き
方
を
相
談
者
が
参
考
事
例
に
で
き
る

よ
う
、
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

れ
に
は
原
因
―
結
果
―
条
件
の
関
係
と
し
て
、

伝
え
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

少
子
化
に
よ
る
労
働
人
口
減
少
の
下
、
高

齢
者
と
い
え
ど
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
の
活
用
に
は
、
し
っ
か
り
役
割

を
持
た
せ
る
と
い
う
、
“
居
場
所
作
り
”

が
必
須
で
す
。

[筆
者
紹
介
]

玄
間
千
映
子
（
げ
ん
ま
・
ち
え
こ
）　

㈱
ア
ル

テ
ィ
ス
タ
人
材
開
発
研
究
所
代
表
。
國
學
院

大
学
卒
。
米
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
大
学
大
学
院
卒

後
、
米
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
修
了
。財
団
法
人
日
本
船
舶
振
興
会

（
現
日
本
財
団
）
役
員
、
国
会
議
員
各
秘
書

を
経
て
1
9
9
4
年
に
前
身
の
㈲
ア
ル
テ
ィ

ス
タ
を
設
立
し
代
表
に
。
2
0
0
6
年
現
社

名
に
改
組
。
日
本
経
済
大
学
大
学
院
非
常

勤
講
師
、（
一
社
）
水
底
質
浄
化
技
術
協
会

監
事
な
ど
を
兼
任
。
著
書

に
「
ジ
ョ
ブ
・
デ
ィ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
一
問
一
答
」「
リ
ス
ト
ラ

無
用
の
会
社
革
命
」
な
ど
。
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株
式
会
社
Ａ
ｌ
ｅ
ｘ
工
業

真
岡
信
用
組
合

芳
賀
支
店　

企 

業 

紹 

介

　

㈱
Ａ
ｌ
ｅ
ｘ
（
ア
レ
ッ
ク
ス
）
工
業
は

Ａ
ｌ
（
ア
ル
ミ
）
サ
ッ
シ
と
ｅ
ｘ
（
エ
ク

ス
テ
リ
ア
）
の
工
事
を
行
う
企
業
と
し
て

名
づ
け
ま
し
た
。

　

当
社
は
、「
お
客
様
に
と
っ
て
満
足
の

い
く
施
工
を
目
指
す
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
ア

ル
ミ
サ
ッ
シ
の
販
売
・
取
付
け
と
エ
ク
ス

テ
リ
ア
（
外
構
工
事
・
・
建
物
本
体
以
外

の
外
回
り
の
工
事
）
カ
ー
ポ
ー
ト
（
車
庫
・

土
間
工
事
）、
門
扉
（
も
ん
ぴ
）・
テ
ラ
ス
・

ブ
ロ
ッ
ク
工
事
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
取
付
け
に
お
き
ま
し

て
は
２
８
年
の
実
績
が
あ
り
、
高
度
な
技

術
に
て
施
工
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
外
構
工
事
に
関
し
て
は
、
基
本

的
に
は
外
注
に
頼
ま
ず
、
す
べ
て
自
社
施

工
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

技
術
に
お
き
ま
し
て
は
、
金
属
製
バ
ル

コ
ニ
ー
施
工
、
自
動
ド
ア
取
付
施
工
（
い

ず
れ
も
国
家
資
格
）を
持
っ
て
お
り
、ア
ー

ク
溶
接
・
建
設
系
車
両
免
許
等
の
工
事
に

関
わ
る
免
許
を
取
得
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
客
様
か
ら
は
、
カ
ー
ポ
ー
ト
工
事
が

完
成
し
た
と
き
に
、
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
更
に
腕
に
磨
き
を

か
け
、
ど
の
よ
う
な
工
事
に
対
し
て
も
お

客
様
が
何
を
望
ん
で
い
る
か
、
じ
っ
く
り

と
お
話
を
お
聞
き
し
、
対
応
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
お
客
様
に
喜
ん
で
頂
け
る

工
事
を
施
工
し
、
お
客
様
満
足
を
追
求
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

真
岡
信
用
組
合
芳
賀
支
店
は
、
平
成 

29
年
4
月
3
日
よ
り
モ
テ
ナ
ス
芳
賀
近
く

の
芳
賀
町
祖
母
井
南
3
丁
目
8
番
1
に
新

築
移
転
し
、
現
在
、
11
名
の

職
員
に
よ
り
営
業
し
て
お
り

ま
す
。
当
組
合
は
、「
協
同

組
織
金
融
機
関
の
基
本
理
念

を
持
っ
て
、
地
域
社
会
に
奉

仕
の
精
神
で
貢
献
し
、
地
域

の
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
、
か

つ
、
信
頼
さ
れ
る
組
合
を
目

指
し
ま
す
。」
を
経
営
理
念

と
し
、
①
地
域
密
着
型
金
融

の
推
進
②
堅
実
経
営
の
堅
持

③
収
益
力
の
強
化
④
リ
ス
ク

管
理
体
制
の
確
立
⑤
活
力
あ

る
職
場
づ
く
り
と
人
材
育
成

の
5
つ
を
経
営
方
針
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
定
期
積

金
を
切
り
口
に
足
を
使
っ
た

営
業
」
に
よ
り
、
小
さ
い
金

融
機
関
だ
か
ら
で
き
る
事
、

そ
れ
は
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
し
、
お
客
様
に
寄

り
添
い
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
、

そ
し
て
き
め
細
や
か
に
金
融

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
対
話
と
足
を
駆

使
し
た
対
面
営
業
で
課
題
解

決
を
実
践
し
、
将
来
性
の
あ
る
事
業
者
の

発
掘
、
取
引
先
企
業
の
成
長
・
発
展
を
サ

ポ
ー
ト
の
う
え
お
客
様
と
の
共
通
価
値
の

創
造
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
格
別

の
ご
支
援
・
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


